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⽂科省委託「地⽅やデジタル分野における専修学校理系転換等推進事業」 

学校法⼈⾚⼭学園 九州技術教育専⾨学校

 本報告書は、⽂部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、

九州技術教育専⾨学校が実施した令和６年度「地⽅やデジタル分野における

専修学校理系転換等推進事業」の成果をとりまとめたものです。 



⽬次 

教材の概要 ............................................................................................................................... 1 

教材の⽬的 ............................................................................................................................... 1 

教材の内容 ............................................................................................................................... 2 

教材の対象 ........................................................................................................................... 2 

教材の構成 ........................................................................................................................... 2 

今後の予定 ............................................................................................................................... 8 

e ラーニング教材の活⽤ ...................................................................................................... 8 

 

 

 

  



IoT イノベーションデザイン学科新設のためのカリキュラム開発事業  

- 1 - 

UX デザイン基礎教材成果報告 

教材の概要 

事前に既存の UX デザイン関連教材を調査した上で教材開発を実施。 

UX デザインを専⾨的に教えられる教師がいなくても、UX デザインについて学ぶ⼀つの⽅

法として、いつでも、どこでも、何度でも⾒返して学べるよう、UX デザインの定義から UX

デザインを実践する上で必要となる考え⽅や⼿法など、座学が中⼼となる内容を対象に e ラ

ーニングの教材として開発する。 

 

教材の⽬的 

 UX デザインの定義、なぜ UX デザインが必要なのかなど背景を学ぶ。 

 UX デザインを実践する上で必要となる⼈間中⼼設計 (HCD) の考え⽅や⼿法につ

いて学ぶ。 

 ものづくりで必要となる、利⽤者のニーズや課題を理解する重要性を学ぶ。 

 UX デザインに関わる⼈たちの職種・役割について学び、今後のキャリアの⼀つと

しての可能性を広げる。 

 e ラーニングを通して、⾃らのペースで⾃主学習していく⼒を養う。 
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教材の内容 

教材の対象 

UX デザインの考え⽅や⼿法は、ものづくりの基礎となるため、九州技術教育専⾨学校で提

供している映像、IT、CG、Web 分野で学ぶ⽣徒を対象にする。 

 

教材の構成 

UX デザインの基礎、各⾃が座学として学べる内容を重点的に、いつでも、どこでも、何度

でも⾒返しながら学べるよう、e ラーニング教材として開発する。UX デザインを実践する

前に必要な知識・⼿法を中⼼に e ラーニングの教材へまとめ、⼀つの授業を 5 分 〜10 分

程度にすることで、集中⼒を切らさないで学べる⼯夫をしている。 

UX デザイン基礎編 (基礎教材・令和６年度) 

項⽬ 内容 

1. UX デザインとは 

 

UX デザインの定義、ユーザー、ユーザビリティに

ついて学ぶ 

2. UX デザインの必要性 

 

なぜ UX デザインが必要とされているのか、UX デ

ザインを考慮するメリットについて学ぶ 

3. UX デザインに関わる⼈たち 

 

UX デザインに関わる⼈たちの職種や役割について

学ぶ 

4. UX デザインの実践に必要な

考え⽅や⼿法 

 

⼈間中⼼設計 (Human Centered Design: HCD)  

について、UX デザインとの関係性について学ぶ 

5. ⼈間中⼼設計 (HCD) の原

則・活動について 

6. ⼈間中⼼設計 (HCD) を⾏う際の６つの原則や

４つの活動ついて学ぶ 
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e ラーニング教材 (⼀部抜粋) 

 

1. UX デザインとは (8 分 10 秒) 

o UX・UX デザインの定義、ユーザー、ユーザビリティについて学ぶ 
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2. UX デザインの必要性（6 分 11 秒） 

o UX デザインの必要性、UX を考慮するメリットなどについて学ぶ 
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3. UX デザインに関わる⼈たち（5 分 30 秒） 

o UX デザインに関わる⼈たちの職種や役割について学ぶ 
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4. UX デザインの実践に必要な考え⽅や⼿法（4 分 40 秒） 

o ⼈間中⼼設計 (HCD) について学ぶ 
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5. ⼈間中⼼設計 (HCD) の原則・活動について（10 分 17 秒） 

o ⼈間中⼼設計 (HCD) を⾏う際の原則や活動について学ぶ 
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今後の予定 

e ラーニング教材の活⽤ 

令和６年度は現状教材や e ラーニング教材に関する事前調査を⾏い、参考となる情報を基

に専修学校向けにカスタマイズを実施した。 

令和７年度に e ラーニング教材を⽣徒たちに活⽤してもらい、フィードバックをもらい必

要に応じてアップデートを実施しながら教材の質を⾼めていく。 

なお、UX デザインの専⾨家がいなくても、教師も e ラーニング教材を活⽤することで、授

業の再現性を可能にしていく。 


